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入院前の患者の服薬状況等に係る
情報提供書について



当院では手術を受ける患者さんなどにおける医療
安全の目的で、入院前中止薬剤の包括的薬剤管理
を地域の保険薬局と連携し手行っております。

①『入院前中止指示薬剤の薬剤管理依頼書』について
（目的、フローなど）

②入院前中止指示薬剤の薬剤管理依頼書（病院から発
行されます）

③手術・検査前に注意する医薬品（当院採用薬でのリ
ストです。ご参考にしてください。）

平成31年2月より稼働。2022年5月まで41件の実績。

入院前中止指示薬剤の薬剤管理依頼書



入院前中止指示薬剤の薬剤管理依頼書
における当院の問題点

• 全科にて運用されていない。

• 対象となる患者さんが「自己にて薬剤の中止が困難な患者さん

（外来の看護師の評価）」となっているため、患者さんの理解

度がまちまちとなっていた。

• 依頼書を使用しないケースにて誤服用があった状態で入院にな

るような事例もありました。



現在、中止薬誤服用インシデントが続き対応を病院全体で検討。

「入院前中止指示薬剤の薬剤管理依頼書」を新しく改変

「入院前の患者の服薬状況等に係る情報提供書」として運用。

• 薬局における術前中止の指導などを、全予約入院患者さんへ対象を
広げる。

• 患者さんのかかりつけ薬局を推進し、薬局で服薬情報を一元管理し
てもらい、その情報を病院へ入院前にもらいたい。

New！！
入院前の患者の服薬状況等に係る情報提供書



令和４年度調剤報酬改定 対人業務の評価の拡充

入院時の持参薬整理の評価
医療機関からの求めに応じて、薬局において入院予定の患者の服用薬
に関する情報等の把握と持参薬の整理、医療機関への情報
提供を行った場合の評価を新設



令和4年 １５の５ 服薬情報等提供料
服薬情報等提供料１ 30点
服薬情報等提供料２ 20点
服薬情報等提供料３ 50点（新設）

(４) 服薬情報等提供料３は、以下の場合に算定できる。

• ア 入院を予定している患者について、保険医療機関の求めがあった場合において、患者

が服用中の薬剤について、当該患者若しくはその家族等への聞き取り又は他の保険薬局

若しくは保険医療機関への聞き取り等により、一元的に把握し、必要に応じて当該患者

が保険薬局に持参した服用薬の整理を行うとともに、患者が入院を予定している保険医

療機関に対して、当該患者の服薬状況等について文書等により提供した場合に算定でき

る。

• イ 保険医療機関の求めについては、患者が入院を予定している保険医療機関からの求め

のほか、患者が受診している他の保険医療機関からの求めを含む。

• ウ 患者の服用薬等については、当該保険薬局で調剤した薬剤、他の保険薬局で調剤され

た薬剤、保険医療機関で院内投薬された薬剤等を一元的に把握すること。

• エ 算定に当たっては、別紙様式１－２又はこれに準ずるものを用いて、以下の内容につ

いて保険医療機関への情報提供を行うこと。

・受診中の保険医療機関、診療科等に関する情報、服用中の薬剤の一覧、患者の服薬状況、併用薬剤等の情報

補足：『別紙様式1-1 服薬情報等提供料に係る情報提供書』の続きに1-2があります。



「入院前の患者の服薬状況等に
係る情報提供書」の運用準備中

保険薬局における対応：病院より依頼！

1. 米沢市立病院地域連携室よりかかりつけ薬局へ
FAXで依頼書が届く。

2. 患者情報・薬剤管理依頼「詳細」・薬剤の中止月
日および名称等記載情報を確認する。

3. 指示を受けたら近日中に患者さんと連絡を取り、
服薬指導・支援を行う。

4. 中止指示には無いが、他院処方薬などで中止が必
要な薬剤など、疑わしい内容があれば速やかに米
沢市立病院へ報告し、指示を受ける。報告は疑義
紹介と同じ運用にて薬剤部へ連絡する。



保険薬局における対応：患者来局時

1.患者氏名を確認し、実際に持参された薬と定期使用薬剤情報に相違が無いか確認する。『薬剤の

中止月日および名称』欄に記載されていない術前中止薬があった場合は、速やかに米沢市立病院

へ連絡する。

2.『薬剤管理依頼－詳細－』欄に記載された事項をそれぞれ行う。

3.中止薬の名称と中止期間の指導を行う。必要に応じ、一包化などの再調剤を行う。

4.一包化処方などの場合は、中止薬剤を一包化から抜いて必要日数分を再分包するなど、服薬アド

ヒアランスの向上を目的とした服薬支援を行う。

5.患者さんが入院時に持ち込む薬を間違いなく持参できるように、基本14日分を準備する。残薬

の都合上、少なくなる場合はある分で準備とする。処方が揃い、その上で指導を行う。

6.服用している市販薬や健康食品を確認し、全て手術1週間前から中止するよう指導する。

7.中止薬の中止日、もしくは前日などに患者さんへ電話などにより確認を行う。



保険薬局における対応
薬剤管理指導後

「入院前の患者の服薬状況等に係る情報提供書」の【返信：薬局
記載欄】を記載する。保険医療機関への情報提供にあたっては、
「1」、「2」及び「3」を記載した上で、必要に応じて「4」又は
「5」により、患者の処方状況を報告すること。

 受診中の医療機関、診療科等に関する情報（必要に応じて、備考欄に受診・
通院目的を記載する）

 現在服用中の薬剤の一覧（必要に応じて、続紙に記載して添付する。屋号も
記載する）

 患者の服薬状況（服薬管理を行っている者について、あてはまる項目に☑ を
付ける）

 併用薬剤の情報

 服薬アレルギー情報・その他（必要に応じて、手帳、血液検査の結果の写し
などを添付する）

• 記載した「入院前の患者の服薬状況等に係る情報提供書」は、
指導の翌日までに地域連携室（0238-22-2624）へFAX送付す
る。

• 一連の流れは依頼後、数日以内から遅くとも入院1週間前までに
行う。



中止薬の確認はどのようにするのか？
• 中止指示には無いが、他院処方薬などで中止が必要な薬剤など、疑わしい内

容があれば速やかに米沢市立病院へ報告し、指示を受ける。報告は疑義照会

と同じ運用にて薬剤部へ連絡する。

• 中止薬については米沢市立病院薬剤部のホームページ上に公開してある「手

術・検査前に注意する医薬品（医療従事者向け）」などを参照する。

• 「手術・検査前に注意する医薬品」は出血を伴う手術等の際に活用されるリ

ストです。

• その他：術前に絶食などで中止となる糖尿病薬やアブレーション治療などで

不整脈の確認のため中止となる抗不整脈薬なども中止となるケースがあるの

で、その点ご留意いただき、患者からも情報を取得ください。



保険薬局の対応：その他

•患者さんがかかりつけ薬局を持たない場合などは、保険薬
局は初来局を希望される方の対応もお願いします。
➡想定：院内処方のクリニックの場合など

•保険薬局から患者さんと連絡が取れない場合は米沢市立病
院へ連絡してください。

•保険薬局が薬剤管理指導・服薬支援をしても中止薬を誤服
用してしまった場合は、薬局の重大な誤りが無ければ患者
さんの自己責任となります。



薬薬連携ツールを活用して、
良い治療が患者へ提供できるように

地域一丸となって関われたらと思います！

双方向による患者支援


